
令和７年1月６日　公告

「塚本抽水所沈砂池設備工事(その３－１)」

1  設計図書の一部に記載誤りがありました。下記正誤表をご確認ください。

正誤表

訂正箇所 誤 正

特記仕様書　5P
第２条　施工条件

14 債務負担行為に基づく
契約の特則

別紙①
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を行う。 

施工箇所 配置人員 編  成 

前方ゲート ２人/日 ※検定合格警備員０人、他２人 

  ※検定合格警備員とは、警備業法による「警備員等の検定等に関する規則」に基づく、

交通誘導警備業務に係る一級検定合格警備員又は二級検定合格警備員をいう。 

12 イメージアップ 

□ 本工事のイメージアップ内容は、下記のとおりとする。なお実施内容については、施

工計画書に明記する。 

工事完了後は、イメージアップの実施状況の記録写真を監督職員に提出しなければな

らない。 

仮設関係 

１ 用水・電力等の供給設備、２ 緑化・花壇、 

３ ライトアップ施設 ４ 見学路及び椅子の設置、 

５ 昇降設備の充実、６ 環境負荷の低減 

安全関係 
１ 工事標識・照明等安全施設のイメージアップ（電光式標識等） 

２ 盗難防止対策（警報機等）、３ 避暑・防寒対策 

営繕関係 

１ 現場事務所の快適化、２ 労働者宿舎の快適化 

３ デザインボックス（交通誘導員待機室） 

４ 現場休憩所の快適化 

５ 健康関連設備及び厚生施設の充実等 

地域とのコミュ

ニケーション 

１ 完成予想図、２ 工法説明図、３ 工事工程表 

４ デザイン工事看板（各工事ＰＲ看板含む） 

５ 見学会等の開催（イベント等の実施含む） 

６ 見学所（インフォメーションセンター）の設置及び管理運営 

７ パンフレット・工法説明ビデオ 

８ 地域対策費等（地域行事等の経費を含む） 

９ 社会貢献 

13 建設副産物対策 

■ 受注者は、工事の施工に当たって、「大阪市建設リサイクルガイドライン」（平成３

０年５月）（以下「ガイドライン」という。）の記載事項を遵守して、建設副産物の適

正な処理及び再生資源の活用を図らなければならない。 

なお、ガイドラインは、大阪市建設局ホームページを参照すること。 

（掲載場所：大阪市トップページ＞産業・ビジネス＞入札契約情報＞各局等入札情報＞

建設局＞入札・契約のお知らせ＞大阪市建設リサイクルガイドライン(平成 30 年 5 月)） 

また、本工事は、大阪市が実施する機械・電気設備工事及びその設計業務であり、ガ

イドラインにおける【土木工事】別添４を適用する。 

14 債務負担行為に基づく契約の特則 

■ 各会計年度における支払限度額及び出来高予定金額については、当初契約金額から次

の比率により算出した額とする。 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 合 計 

支払限度額 0.009% 24.100% 24.100% 51.791% 100% 

出来高予定額 0.008% 21.600% 21.600% 56.792% 100% 

ただし、予算の都合等により変更することがある。 

■ 前払金は、各年度出来高予定額の 40％以内(中間前払金については 20％以内)とする。 

15 設計・施工技術連絡会議 

■ 本工事は、工事の品質確保及び円滑な施工と設計変更の透明性及び公正性の向上を目

的として、受注者、設計コンサルタント、発注者の三者が、設計及び施工内容や設計条

件及び施工に先立ち明らかとなった課題とその対策を精査する「設計・施工技術連絡会
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13 建設副産物対策 

■ 受注者は、工事の施工に当たって、「大阪市建設リサイクルガイドライン」（平成３

０年５月）（以下「ガイドライン」という。）の記載事項を遵守して、建設副産物の適

正な処理及び再生資源の活用を図らなければならない。 
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■ 各会計年度における支払限度額及び出来高予定金額については、当初契約金額から次
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 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 合 計 
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出来高予定額 0.009% 24.100% 24.100% 51.791% 100% 
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■ 前払金は、各年度出来高予定額の 40％以内(中間前払金については 20％以内)とする。 
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